
１１．．大大課課題題名名  Ⅱ 高品質・高付加価値農産物の生産・供給技術の確立 
２２．．課課題題名名  カンショ移植作業省人化のためのセル苗移植技術の開発 
３３．．試試験験担担当当機機関関  農業・食品産業技術総合研究機構 中日本農業研究センター 

・・担担当当者者名名      関正裕、中澤利恵、新村麻実、井之上安吾  
４４．．実実施施期期間間  令和６年度～７年度、継続 
５５．．試試験験場場所所  農研機構中日本農業研究センター 観音台圃場 約15a 
６６．．成成果果のの要要約約 
 セル苗作製は昨年度の結果から葉柄付き歳、節上2cm程度の長さ、節下1～2㎝とした。切断方法を

工夫することでつる苗からの切り出し時間を35％以上短縮できた。育苗は昨年と同様であるが培地

温度が低いと育苗成功率が低くなった。半自動野菜移植による植付は問題無く、活着率も90％程度

と良かった。収量は根巻が原因と思われる奇形はないが、つる苗と比較する収量は少ない傾向であ

った。 
 全自動野菜移植機によるかんしょセル苗の移植は、マルチシートのカットがうまくでき、フォー

ク爪を使うことで可能と思われるが、苗の斉一性やマルチシートのカットなどについて検討をする

必要がある。 
７７．．目目  的的 

主要産地のカンショ生産量が減少する中、需要が拡大し、新しい産地では新規作付や経営

規模が拡大している。しかし、育苗・移植が規模拡大のネックとなっている。そこで、セル

苗の野菜移植機をカンショに適応し、省力化を図る。カンショのセル苗の作製方法や機械移

植が生育・収量等に及ぼす影響を明らかにし、カンショセル苗移植技術を開発する。 

８８．．主主要要成成果果のの概概要要及及びび考考察察  

（１）節苗切出し作業時間 

 メモリ入りのカッターマット、デザインナイフ、葉柄と茎を一緒に切断するなど工夫によ

り節苗切出し時間が、128 穴 1 トレイ当たり約 8 分から約 5 分程度になり 35％以上短縮でき

た。ただし、昨年の 1 つるから 1 節苗が 5 株程度から 3～4 本程度と減った。 

（２）１節苗の生育 

 育苗は加温のないハウスの育苗棚で行い、加温は行わず 28℃設定でハウスサイドを自動

開閉した。挿苗後 3 日程度保温、乾燥防止のため不織布のべたがけを行った。 

1 トレイ当たりの成功率（移植できる苗）は１回目が低く、2、3 回目は目標の 95％以上で

あった（表 1）。1 回目は培地温度が 18℃以下の時間が半分で、10℃以下になり低かったこ

とも一因と考えられた（表 2）。 

（３）植付 

 植付穴を空けるクチバシ部（開孔器）が進行方向に水平（横開き）であり、クチバシを密

着させスキマをなくし、開孔幅を最大の設定にすると軽減されるがマルチシートの切れ端が

苗を巻き込む場合があった（図 1）。移植する苗に培土が半分以上保持されていれば植付や

植付姿勢に問題なかった。 

（４）圃場での活着率 

 １回当たり 3 反復植付を行った。1～3 回目の移植とも平均すると 90％程度であった。枯

死もあったが密着不足と思われる生育遅れが主で、原因はマルチシートの展開が緩い場合、

植付時の孔開けによる、マルチ破れ、巻きこみがほとんどであった（表 3）。 

（５）収量 

 1・2 回目のセル苗はつる苗に比較して 1 株塊根数、塊根 1 個重、上いも重とも少なかっ

た。3 回目は 1 株塊根数は少なかったがセル苗の塊根 1 個重が重かったため上いも重は 10％

以上多かった(表)。セル苗部分の根巻は見られたが塊根の奇形は深い位置になっていたため

か全く無かった。各回ともつる苗に比較して 1 株塊根数が少なかったが、ゴボウ根が多く見

－ 19 －



１１．．大大課課題題名名  Ⅱ 高品質・高付加価値農産物の生産・供給技術の確立 
２２．．課課題題名名  カンショ移植作業省人化のためのセル苗移植技術の開発 
３３．．試試験験担担当当機機関関  農業・食品産業技術総合研究機構 中日本農業研究センター 

・・担担当当者者名名      関正裕、中澤利恵、新村麻実、井之上安吾  
４４．．実実施施期期間間  令和６年度～７年度、継続 
５５．．試試験験場場所所  農研機構中日本農業研究センター 観音台圃場 約15a 
６６．．成成果果のの要要約約 
 セル苗作製は昨年度の結果から葉柄付き歳、節上2cm程度の長さ、節下1～2㎝とした。切断方法を

工夫することでつる苗からの切り出し時間を35％以上短縮できた。育苗は昨年と同様であるが培地

温度が低いと育苗成功率が低くなった。半自動野菜移植による植付は問題無く、活着率も90％程度

と良かった。収量は根巻が原因と思われる奇形はないが、つる苗と比較する収量は少ない傾向であ

った。 
 全自動野菜移植機によるかんしょセル苗の移植は、マルチシートのカットがうまくでき、フォー

ク爪を使うことで可能と思われるが、苗の斉一性やマルチシートのカットなどについて検討をする

必要がある。 
７７．．目目  的的 

主要産地のカンショ生産量が減少する中、需要が拡大し、新しい産地では新規作付や経営

規模が拡大している。しかし、育苗・移植が規模拡大のネックとなっている。そこで、セル

苗の野菜移植機をカンショに適応し、省力化を図る。カンショのセル苗の作製方法や機械移

植が生育・収量等に及ぼす影響を明らかにし、カンショセル苗移植技術を開発する。 

８８．．主主要要成成果果のの概概要要及及びび考考察察  

（１）節苗切出し作業時間 

 メモリ入りのカッターマット、デザインナイフ、葉柄と茎を一緒に切断するなど工夫によ

り節苗切出し時間が、128 穴 1 トレイ当たり約 8 分から約 5 分程度になり 35％以上短縮でき

た。ただし、昨年の 1 つるから 1 節苗が 5 株程度から 3～4 本程度と減った。 

（２）１節苗の生育 

 育苗は加温のないハウスの育苗棚で行い、加温は行わず 28℃設定でハウスサイドを自動

開閉した。挿苗後 3 日程度保温、乾燥防止のため不織布のべたがけを行った。 

1 トレイ当たりの成功率（移植できる苗）は１回目が低く、2、3 回目は目標の 95％以上で

あった（表 1）。1 回目は培地温度が 18℃以下の時間が半分で、10℃以下になり低かったこ

とも一因と考えられた（表 2）。 

（３）植付 

 植付穴を空けるクチバシ部（開孔器）が進行方向に水平（横開き）であり、クチバシを密

着させスキマをなくし、開孔幅を最大の設定にすると軽減されるがマルチシートの切れ端が

苗を巻き込む場合があった（図 1）。移植する苗に培土が半分以上保持されていれば植付や

植付姿勢に問題なかった。 

（４）圃場での活着率 

 １回当たり 3 反復植付を行った。1～3 回目の移植とも平均すると 90％程度であった。枯

死もあったが密着不足と思われる生育遅れが主で、原因はマルチシートの展開が緩い場合、

植付時の孔開けによる、マルチ破れ、巻きこみがほとんどであった（表 3）。 

（５）収量 

 1・2 回目のセル苗はつる苗に比較して 1 株塊根数、塊根 1 個重、上いも重とも少なかっ

た。3 回目は 1 株塊根数は少なかったがセル苗の塊根 1 個重が重かったため上いも重は 10％

以上多かった(表)。セル苗部分の根巻は見られたが塊根の奇形は深い位置になっていたため

か全く無かった。各回ともつる苗に比較して 1 株塊根数が少なかったが、ゴボウ根が多く見

られたことから肥大阻害により少なくなったと思われた。しかし、気温が上昇すると収量は

同じぐらいになったことから、環境について検討が必要と思われた。 

（６）全自動野菜移植機によるカンショセル苗移植 

  根鉢の形成が不十分な苗の場合、セルから苗がうまく引き抜けない恐れがあるため、セル

のブロックごと引き抜くフォーク爪を試したところ、89％であった。標準装備爪は培土が崩

れた株を植え付けるため植付穴に深く入り、深植えとなった。 

９９．．問問題題点点とと次次年年度度のの計計画画  

 セル苗育苗時の低温が影響している恐れがあるため検討が必要である。 

１１００．．主主ななデデーータタ  

  

抜取数
移植
可能数

移植
困難数

苗なし 成功率

（％）
べにはるか 160 74 85 1 46
関東162号 160 114 37 9 71
ゆきこまち 160 86 72 2 54
パープル* 160 88 72 0 55
べにはるか 160 154 6 0 96
関東162号 160 150 10 0 95
ゆきこまち 160 152 8 0 93
パープル* 160 152 8 0 95
べにはるか 160 154 4 2 98
関東162号 160 156 4 0 99
ゆきこまち 160 154 6 0 98
パープル* 160 151 9 0 97

1
回
目

2
回
目

3
回
目

（セル数）

*パープル：パープルスイートロード

品種名

図 1 移植時のマルチシート巻きこみ 

平均 最大 最小
気温 19.6±6.3 36.7 7.3

培地温度 20.2±6.4 38.5 7.8
気温 21.3±6.2 41.0 9.1

培地温度 21.3±5.5 37.2 9.8
気温 22.7±5.7 40.6 14.0

培地温度 22.6±4.8 38.2 15.2

1回目

2回目

3回目

表 2 育苗期間のハウス内気温・培地温度 

1回目 2回目 3回目

べにはるか 90 89 93
関東162号 98 89 93
ゆきこまち 100 93 85
パープル* 100 87 92

（％）

*パープル：パープルスイートロード

表 3 移植から３週間後の活着率 

表 4 収量 
1株塊根数 塊根1個重 上いも重
(個) (g) (kg/a)

セル苗 3.1 121 126
つる苗 5.9 160 332
セル苗 3.5 132 159
つる苗 7.0 136 333
セル苗 3.9 300 298
つる苗 5.2 193 245
セル苗 4.3 249 261
つる苗 10.8 180 478
セル苗 1.8 212 98
つる苗 4.9 238 286
セル苗 4.1 188 182
つる苗 7.6 205 380

*パープル：パープルスイートロード

品種 苗種

べにはるか

3回目

1回目

2回目

関東162号

ゆきこまち

パープル*

フォーク爪 標準装備爪
(%) (%)

正常 89 78
欠株 10 6

その他* 1 16
87 693週間後活着率

植付状況

*その他は植付深が浅い、深いなど
　調査数フォーク爪82株、標準装備爪83株

表 5 全自動野菜移植機による移植 

表 1 全自動野菜移植機による移植 

－ 20 －


	資料４－１_Ｒ７新稲作研究会_成績概要集.pdfから挿入したしおり
	表紙
	目次
	Ⅰ　水田営農を支える省力・低コスト技術、水田利活用技術の確立
	（１）北海道における高温年の玄米品質安定化のための窒素追肥効果の検証（試験）（新規）
	（２）普通型コンバイン用アタッチメント「ロークロップヘッダー」を活用した大豆品種「ミヤギシロメ」栽培体系の確立（試験）（継続）
	（３）長崎県の早期栽培における水稲「なつほのか」の密苗疎植栽培の評価と穂数確保のための栽培法の検討（試験）（継続）
	（４）南九州における水田転作大豆生産安定のための技術実証（実証）（新規）

	（５）子実用トウモロコシ栽培におけるドローンを用いた殺虫作業効果の検証（試験）（新規） 

	Ⅱ　高品質・高付加価値農産物の生産・供給技術の確立
	（１）かぼちゃ収穫機の活用による省力収穫体系の確立（試験）（継続） 
	（２）ハクサイ、タマネギ等の直播栽培における 超吸水性ポリマーによる発芽率向上と機械化体系の実証（試験）（継続）
	（３）直進アシストハイクリアランストラクタを核としたサツマイモ機械化体系の検討（試験）（新規）
	（４）キャベツ等の移植作業への直進機能導入による除草作業の効率化（試験）（新規） 

	（５）カンショ移植作業省人化のためのセル苗移植技術の開発（試験）（継続） 
	（６）水田転換畑におけるネギの安定生産技術の確立と省力化作業体系の実証（試験）（継続）
	（７）さつまいものセル苗利用による省力安定生産技術の実証（試験）（継続）
	（８）摘芯機・静電ブームによる垣根栽培ブドウの生育管理への適応性実証（試験）（新規）
	（９）大区画水田での加工・業務用さつまいも生産における機械化一貫体系の実証（試験）（新規）
	（10）ドローンによる露地野菜防除効率の検証（試験）（継続）
	（11）水田転作ほ場におけるタマネギ機械化体系による省力栽培の実証（実証）（継続）
	（12）砂地畑甘藷における活着が良く、品質が低下しないセル成型苗育苗技術の開発（試験）（新規）
	（13）愛媛県育成サトイモ品種‘媛かぐや’のセル苗機械移植栽培の実証（試験）（継続）
	（14）ブロッコリー栽培省力化のための育苗方法および全自動定植機の適性の実証（試験）（継続）
	（15）かんしょセル苗移植栽培における収量安定化のための品種比較とセル苗生産・移植技術の　 開発（試験）（継続）
	（16）野菜移植機を使用した甘藷セル苗移植作業の効果確認試験（試験）（継続）
	（17）加工・業務用ハクサイの機械収穫技術の確立（試験）（継続）

	Ⅲ 環境保全を配慮した生産技術の評価・確立
	（１）水稲移植栽培における高栽植密度での雑草の機械防除技術の検証（試験）（継続）
	（２）高密度播種育苗とペースト二段施肥による省力・環境保全型水稲栽培技術の検討（試験）（継続）
	（３）緑肥のすき込み方法によるネギハモグリバエとねぎ白絹病の防除効果検証（試験）（新規）
	（４）バイオ炭散布による透水性、保水性、通気性改善効果の評価　～飼料用とうもろこし栽培における実証（試験）（継続）
	（５）水田輪作体系における緑肥混播による水稲・大豆の収量向上（実証）（新規）
	（６）バイオ炭散布における作土層の透水性および通気性改善効果ならびに露地野菜作への効果検証（試験）（新規） 

	Ⅳ　情報処理等先端技術の活用による高生産システムの確立
	（１）衛星データを用いた栽培管理支援システム「ザルビオフィールドマネージャー」による福島県が育成した水稲品種の生育ステージ予測及び生育診断技術確立（試験）（継続）
	（２）ザルビオを活用した可変施肥技術による水稲収量向上の現地実証（試験）（新規）
	（３）ＩＣＴ農機を活用した効率的営農体系の実証（リモートセンシング・可変施肥田植機・可変追肥ドローン）（実証）（新規）
	（４）緑肥とスマート農業（ドローン・栽培管理システム）による低コストかつグリーンな栽培体系の実証（実証）（新規） 
	（５）新たな方法で本暗渠を新設した水田転換畑における収穫量マッピング（小麦・大豆）を活用した排水性評価手法の現地検証（試験）（新規）
	（６）直進アシストトラクタによる高精度畝立及び畝間除草技術の確立（試験）（継続）



